
Ｒ６年度 奄美群島の宝を次世代につなぐ助成事業 活用実績報告

【伊仙町】夜の生き物観察（ナイトハイク）
事業種類：環境学習活動

申請者：NPO法人 徳之島虹の会

日 時：7/20(土),21(日),23(火),8/24(土)

各回20時～22時30分

場 所：剥岳林道・三京林道

対象者：徳之島在住の小中学生の親子

人 数：子ども３０人 大人１８人 合計４８人

助成金：104,500円

(内 容)

夜の世界自然遺産の林道を歩いて,爬虫類や両生類、昆虫などの生き物を見つけ観察しながら,講師（認定ガイド）

が生態や特徴などを説明.島の生き物や環境について親子で学び,親しんでもらう.

【和泊町】教育講座と生き物観察
事業種類：環境学習活動

申請者：ボランティア団体 あしまなの木

日 時：11 /30（土）9～16時

場 所：AM：和泊町スマッピー PM：⾧浜

対象者：沖永良部島在住の小学生の親子

人 数：子ども４人 保護者等４人 合計８人

助成金：191,040円

(内 容)

AM【ぼくらはみんな生きている】 SOSに関する教育講座

海のゴミでケガをしたウミガメが島の住民に助けられ海に帰っていく実話の読み聞かせ。

その後、お互いに感想を発表。「ゴミを拾う、ゴミを出さない」などの感想のほか、これが「人間だったらどうか？

どのように助けるべきか？」まで考えられるようになる子供がいた。

PM【ビーチコーミングと海岸生物の観察】

午前中の講座で紹介した生物、植物、漂着物をフィールドワークとしてビーチコーミングに出かける。初めに、砂

浜にある「不思議なもの、分からないもの」を各自拾ってきた後に、自分で考えた場所に分類分けを行う。参加者は

子供も大人も「プラスチックは見わけが付くけど、これは植物なのか動物なのか？？」「全然検討もつかない！」な

ど苦戦。その後の正解発表で、講師から丁寧に「どこから、なぜ流れてきたのか、なぜこんな形なのか」「植物の種

は、流れてきた先でどのように成⾧するのか」など説明を聞き、大人も子供も興味津々だった。
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【徳之島町】五感で季節を楽しむしぜんあそび
事業種類：環境学習活動

申請者：NPO法人親子ネットワークがじゅまるの家

日 時：R6年11月16日(土)９時～12時

R6年12月21日(土)９時～12時

R7年1月18日(土)９時～12時

R7年2月15日(土)９時～12時

対象者：徳之島在住の小学生以上の親子

人 数：子ども３６人 大人２０人 合計５６人

助成金：58,610円

(内 容)

フィールドワーク：毎月第3土曜日の午前に認定エコツアーガイドを講師とし、森や海岸での観察会＋体験活動

R6年11月16日(土)縄文時代を学ぶ・おかくず粘土を使って縄文土器をつくる

R6年12月21日(土)ぼくのわたしの宝さがしinカムイヤキの森

R7年1月18日(土)海洋漂着ごみのクラフト体験

R7年2月15日(土)『 火起こしに挑戦！～おいしいココア＆コーヒーを飲もう♪～ 』
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【龍郷町】Amami Deep Tour
申請者：NPO法人ゆいむすび実行委員会

日 時：令和７年３月２０日（木）９時～１７時

場 所：遺産センター～住用～旧三太郎峠～あやまる岬～用海岸

対象者：島内の中学生、高校生、大人（一般）

人 数：子ども：7人 大人：8人 計：15人

助成金：148,613円

内 容：奄美大島の負の遺産（外来種問題、開発、固有種の盗掘被害、天然記念物の保全など）を対象に、現在の奄

美大島の現状を視察し、奄美自然環境研究会会⾧の常田守さんのお話を聞いて、どのような未来を創っていくことが

望ましいのかを考察するバスツアーを開催。

【喜界町】環境保全活動
申請者：THNKING OF KIKAI

日 時：令和７年２月24日（月） 14時～16時

場 所：喜界町内（湾、赤連集落周辺）

対象者：幼児、小学生、中学生、高校生、一般

人 数：子ども１６人 大人１２人 合計２８人

助成金：28,879円

内 容：「喜界島についていつまでも考え、話そう。」を理念に活動するTHINKING OF KIKAIと高校生、中学生の

ボランティアチーム「喜界島の宝‘ｓ」とのコラボイベント3回目の開催。ポイ捨てゴミの現状や美しい海や自然を守

る活動を自分が進んでやることの大切さを感じてもらい、美しい島が続いていくループを作ることを目的とし、ゴミ

拾い後にワークショップを行い様々なアイデア出しを行った。


